









































特定非営利活動法人 Seed to Table 
代表 伊能 まゆ 
 
本稿は 2017 年 1 月 16 日に愛知県立大学にて行った講義の内容をまとめたものである。特定非営利活























































実施している事業では、参加型保証制度（Participatory Guarantee System, PGS）を実践し、参加
している小規模農家や行政機関の職員、流通業者などと共に相互チェックを行うことで品質を確認・維
持し、有機認証を出している。日々の相互チェックを行うと同時に出荷時には生産者と PGS の情報を
記した袋やタグをつけるため、消費者の支持を得ることができ、供給が追い付かない状態である。現在、
ベンチェ省の小中学校や孤児院と連携し、子供たちが有機学校菜園を作り、生態系や環境について学ぶ
機会を設けたり、給食で有機野菜を取り入れる準備を行っている。こうした活動を通じて、地域の人々
の環境や生態系に対する理解を深め、環境に配慮した地域づくりを推進している。 
 
ホアビン省タンラック郡での活動 
ホアビン省タンラック郡はベトナムの首都ハノイより約 125km 離れた山岳地域に位置し、ムオン民
族の故郷として知られている。彼らは伝統的に水稲を植え、家畜を飼い、森を上手に活かしながら暮ら
してきた。近年、換金作物となるトウモロコシやサトウキビの栽培が広がり、多くの在来種が消え、農
薬などの使用によって川や土壌が汚染されたり、体調を崩す人が出るようになった。 
 
こうした状況の中、取り組んだ活動は、在来の稲の復元と記録である。在来種は気候変動や病害虫に
耐えられるものが多く、ムオンの人々の伝統食にも欠かせない大事なものである。2000 年代に外部か
ら導入された改良品種に疑問を抱いた村人と共に、在来の稲の品種を調査し、村人が復元したいと思う
品種を選び、劣化しているタネから良いタネを選抜して次世代へ残していくための活動を実施してきた。
これまでに 5種類の在来の稲の復元を終え、多くの村人が在来の稲を選んで植えるようになった。また、
在来のマメやトウモロコシ、雑穀なども見直される契機となった。 
 
この他、ホアビン省タンラック郡でも有機農業と参加型保証制度（PGS）を紹介し、これまでに地豚、
地鶏、ザボンなどの生産者グループが育っている。彼らの有機農産物は、市場価格より 15～20％高く
農産物が販売され、需要が追い付かない状態である。 
 
さらに、青年達と村の自然を調べ、記録し、それらを活かした観光コースづくりや、地元で取れる食
材を用いた伝統的な料理コースを開発するなど、住民主体のエコツーリズムを推進している。また、ム
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オンの人々の村では、もともとトイレの設置率が低いが、人口が過密になってきている近年、住居の周
りの環境衛生を改善するためにトイレの設置が必要とされている。そのため、費用の 50％を支援するこ
ととし、残りの 50％を負担してでもトイレを設置したいと考えている村人（貧困世帯を優先）と協働で
トイレを設置している。ある村ではこの活動を通じて、支援を受けない村人が自発的に自費でトイレを
作るようになり、トイレの設置率が飛躍的に高くなった。 
 
3. 展望 
STT はこれまで地域の人々と連携し、共に地域の資源を調べ、持続的で有効な活用方法について話し
合い、様々な活動を実施してきた。今後はさらに学校やレストラン、消費者グループなどとの連携を強
化し、農家だけではなく、その地域に住む多くの人が環境と暮らし、経済のバランスを考えながら、協
力して持続的な地域づくりを行っていけるよう支援を継続していく。 
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